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評価項目 本年度の活動（具体的な手立て）と指標 学校関係者評価 今後の改善点

学
力
向
上

１基礎基本の確かな定着
　・モジュール学習の時間を有効に活用する。
　・児童アンケート「学校の勉強が分かる」９４．８％を上回る
２授業改革・授業研究
　・主体的な学びを生む指導（ICTを利用した授業づくり）
　・年２回の研究授業，それ以外に全職員が年１回以上の授業公開
　(成果と課題）
　どの学年も、基本的に毎朝モジュール学習に取り組むことが定着している。
「読む・書くワークシート」や「読む・YOMUワークシート」の活用も基礎学力の向
上に有効な手立ての一つなった。

・アンケート結果より「勉強がわかる」の
回答94.8％は素晴らしく，日々の取り組
みの成果と感じます。
・基礎学力の向上には，授業研究と基
本（読む，書く，計算等）の繰り返しと積
み重ねが大切と感じます。引き続き取
り組みをお願いします。
・「モジュール学習」という言葉を初めて
聞いたので調べました。ICT機器やク
ロームブック等いろいろな学習の手立
てにより子どもたちの学習意欲の向上
に繋がっているとのことで，素晴らしい
と思います。
・2学期以降，子どもとニュースについ
ての会話が増えました。モジュール学
習「よむ、YOMUワークシート」で時事問
題を扱ってくださっている効果だと感心
しました。
・モジュール学習では，ICT機器を使わ
ない学習をできていたら良いと思いま
す。読む、書くや読解力，読書などを強
化してほしい。

・モジュール学習の内容の充
実を学年間の系統性も考慮
し、改善していく必要があ
る。
・職員間の授業づくりに関す
る情報交換をさらに活性化す
る。

I
C
T
の
活
用

１　学習の課題にあったアプリやICT機器の活用を念頭に置き授業計画を進め
る。
　・児童アンケート「授業で、PC・タブレットなどのICT機器を週３時間以上使
う。」３０．０％を上回る。
２　Chromebookを教科の学習時における学び合いの場面でICTを活用する。
　・児童アンケート「学習の中でPC・タブレットなどのICT機器を使うのは勉強の
役に立つ。」５１．５％を上回る。
　
　(成果と課題）
・ICT機器をどう活用するのかを念頭に置き、授業のさまざまな場面でICTを活
用することができた。
・4年生以上は日常的にクロームブックを持ち帰り、自らの学習内容に応じて使
用方法を考えることができた。

・現代社会においてはどの業種も
ICT化が進み，今の小学生が社会に
出る頃には益々ICT機器も進化して
いるようにように思われます。学童
期より，活用していく機会を増やす
ことの必要性を感じます。又，その
有効性を子どもたちが実感していく
ことが大切と思います。
・「勉強に役立つ」が50％を超えた
のは，みんなが取り組みに慣れたこ
とだと考えます。反面，苦手な児童
は取り残される可能性があります。
難しいことですが苦手な児童の指導
をよろしくお願いします。
・「週3時間以上PC，タブレットな
どを使う」のは高学年が多いと想像
できます。低学年はタブレット仕様
は少ないでしょうが，タイピング練
習を中心にもっと時間を撮ったほう
が良いかと感じています（音声入力
に慣れてしまう（簡単だから）心配
があります。）。それにより中学年
以上のタブレットを使ってする授業
を充実させることにつながるのでは
ないかと思います。
・chromebookの仕様により子どもた
ちができることが増えたと思いま
す。何かを調べることやスライドを
使ってのプレゼンなど，楽しんで取
り組んでいるように感じます。

・家庭学習におけるICTの活用
のより一層の充実を考えてい
く。
・さらにICTの活用を念頭におい
た授業づくりを進めていく。

長
欠
減
少

１　欠席しがちな児童や保護者に寄り添い、働きかけを継続し子どもたちが安
心して登校できるようにする。　
・３０日以上欠席（１２月末時点）の児童数を３人以下にする。
２　子どもたちが学校生活を「楽しい」と感じる、授業や取り組みを進める。
・学校アンケートで「学校では楽しく過ごしている。」７５％を上回る。
　(成果と課題）
・欠席児童には，担任から保護者に連絡をし，児童と保護者に寄り添って課題
解決に努めた。また，児童の欠席状況を教職員全体で共有し，みんなで見守
る体制づくりができた。
・アンケートの結果からは，楽しく過ごすことができている児童がほとんどであ
るが，楽しくないと感じている児童もいるので、１００％に近づくようこれからも児
童に寄り添っていきたい。

・学校だけでは解決が難しい課題と
思われますので，家庭・地域・関係
機関との連携を図り勧めてくださ
い。
・難しい取り組みだと思います。取
り残しの内容に継続してください。
又、外国籍児童も増加傾向にありま
す。こちらも対応宜しくお願いしま
す。
・長期欠席数が３人以下になっても
楽しくないと感じている児童が少人
数になっても（数字が少なくなって
も）問題は中身なので難しいと思い
ます。先生方の取り組み，見守りに
はたくさんのご苦労，ご心配を感じ
ます。
・児童本人の体調や気持ちが関係し
てくるので，寄り添うことだけが良
いとは思わないが，保護者と学校の
関係づくりは大切だと思う。
・欠席の理由は様々だと思います。
なぜ欠席しているか把握はしている
んですよね？今、３０日以上の欠席
者は何人いますか？人数と理由を学
校運営協議会で公表してほしいで
す。（学校での問題より家庭の問題
が多いんじゃないかと思っています
が・・・違うかな？）
・３０日以上欠席している児童はど
のくらいいるのかわかりませんが，
全国的に不登校が増えている中で
「楽しく過ごしている。」が７５％
を上回っているのは良いと思いま
す。欠席しがちな児童はそれぞれ状
況が違うと思うので，一人ひとりに
合わせて寄り添ってほしい。

・児童の思いに寄り添えるよう
に，まずは担任が寄り添ってい
く。状況に応じて，学年や学校，
関係機関と協力を密にしてい
く。
　また，保護者ともよく話し，み
んなで見守っていける環境づく
り・安心できる学校づくりを進め
ていく。
・「楽しく過ごしいるか」について
の質問に対しての肯定的な解
答，８０％を目指す。
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地
域
連
携

１　学校の課題について、地域の方々と協議し解決に向けた取り組みを行う。
・学校の課題について地域の方と協議する場を年５回以上設ける。
２　地域に開かれた教育課程を計画し実行する。　
・地域に子どもたちが興味を持てるようにするため、施設や施設、伝統行事について
の学習を３回以上行う。

(成果と課題）
・学校運営協議会を年６回行い、子どもたちの学力向上や生徒指導上の課題につい
て協議することができた。
・２年生生活科の「校区探検」３年生社会科の「地区じまん」「虫おくり授業」、４年生体
育科での「わくわくスポーツ体験」等地域の方を生かした授業を実施することができ
た。
・「今住んでいる地域の行事に参加している。」３０％（全国比　＋9.7％）が示すよう
に、子どもたちは地域の行事に積極的に参加することができている。

・長年学校と地域が連携し取り組ま
れてきたことを今後も大切にし，そ
の次代にあった内容を加えたり，ア
レンジしたりし，より子どもたちの
社会性を育む取り組みをお願いしま
す。
・継続してください。
・たくさんの学習がある中で，地域
に絡む様々な授業の取り組みに゙先
生方の熱意を感じます。協議委員で
ありながら決まったことには参加せ
ず申し訳なく思います。
　働き盛りの方は時間的な余裕がな
かったり，仕事をリタイヤした年代
は体力面の心配に加え，子どもたち
との関わり方が今の時代とズレてい
ないか考えさせられたり，難しいと
思います。地域連携という面で自分
でできる範囲で少しでもお役に立て
るよう努力したいと思います。
・地域の行事に参加することで，と
ても良い経験をさせてもらっていま
す。子どもたちにとって一番身近な
社会は「地域」なので，地域のこと
を知る，住んでいる方々と交流する
機会を（設けることを）これからも
続けていただきたいと思います。
・伝統行事が衰退していく中で，子
どもたちが地域の行事に興味を持っ
て参加することは，嬉しいことで
す。
・学校運営協議会は１８：００〜に
してもらえると参加しやすいです。
・学校運営協議会の場が、学校から
の「報告」で終わらないようにもっ
と協議したい。多分コロナ（ソー
シャルディスタンス）で大きな教室
で行う事になったんだと思いますが
輪が大きいと発言しにくい。こじん
まりと協議したいです。地域の行事
について３０％、少ないなぁと感じ
ました。地域の行事に関わっている
がわからしたら５０％以上は参加し
て欲しいです。
・地域の方が積極的に行事を催して
くださることはありがたいです。
「積極的に参加できている。」は素
晴らしいと思います。子どもたちが
地域を大切に思い活性化していって
くれる未来につながると思います。

・学校運営協議会が計画通り実
施することができたが，全員に
参加いただくことができない日
があった。全員が参加できる時
間設定を工夫する必要がある。
・学校の教育課程に地域の皆
様に関わっていただくことがで
きたが，登下校の見守りについ
て，参加いただく方が減少傾向
にあるので，見守りを持続して
いくためにも募集方法や組織の
あり方について協議が必要であ
る。

業務
改善

１　総勤務時間の縮減に向けた取り組みの推進

　・定時退校日の設定（月２日）・１９時以降消灯（月２日）

　・時間外労働の削減（月４５ H以上０人）

２　休暇取得の促進（＋１日／年）

３　仕事の効率化

　・ワークシートや会議資料等のデータ化・共有化

　・会議・業務内容・行事等の精選・分担

（成果と課題）
・定時退校日について、月２回設定することはできたが、実施率については下降した。

（R4 12月　82.4％→R5 12月　％）

・時間外労働について月４５ H以上０人を達成することができている。時間についても

削減することができた（ R3 12月　30.3時間→R4 12月　21.5時間）。
・職員会議等について提案資料の電子化が進み、印刷等の業務が削減されている。

・総勤務時間の縮減については，ス
クラップ＆ビルドの発想に基づき，
思い切ったスクラップも必要かと思
います。
・実施方法等を改善しながら継続し
てください。
・限られた時間内での膨大な仕事
量，先生方は大変だと思います。勤
務時間の取り組みについては無理な
く、心身ともに元気な姿を見せてい
ただくことが一番の成果だと思いま
す。
・いろんな行事が復活して，子ども
も保護者も楽しかったです。
・担任の先生が土、日の地区行事
（虫送り、町民運動会、町民球技大
会、みだフェス、ジョギング大会）
に参加してくれると子どもたちはす
ごく喜びます。そういうのに参加し
てくれた先生に代休とか時間外手当
とか、土日行事に参加した先生の負
担にならないためのシステムを作っ
て欲しいです。（これは市のアン
ケートにも書きました。多分スルー
されてますよね・・・）
・先生方は授業に加え様々な行事や
子どもたちのトラブル対応などたく
さんの業務があると思います。忙し
い中でしっかりと対応してくださる
ことに感謝しています。少しでも業
務を減らすためには，行事などを工
夫すると良いと思います。

・新型コロナウィルスが5類にな
り，大きな行事が復活すること
で，勤務時間が増えていった。
来年度以降行事の精選につい
てより高い意識が必要と考え
る。


